
1. 序章

1-1. 研究の背景と目的

　旧来より港町として発達した岡山県牛窓地区は、江戸

時代に来航した朝鮮通信使の影響を受けた文化が地域行

事などに残り、町家型の木造住宅から成る町並みが現存

している。しかし、過疎地域に指定されるなど、人口減

少や少子高齢化が進んでおり、多くの空き家が発生して

いる。一方、既存の住宅を改修しながら住む移住者や、

当地区への移住希望者も一定数存在しており、まちづく

り活動の一環として、地元住民が依頼に応じた空き家の

紹介や、保存・再生活動を行ってきた。今後もこうした

支援や活動のあり方がさらに模索され、展開されていく

ことが見込まれる。

　そこで、本研究では、居住者が入れ替わっても住宅が

保全・継承されるような住まい方として「住み継ぎ」と

いう概念に着目する。牛窓地区のように血縁関係や地縁

に依らない第三者が住み継ぐ場合、住宅に対し、親族や

従来からの地域住民より多様な価値を見出している可能

性もあると考えられる 2）。こうした第三者が住み継ぐに

あたっての支援を考える上では、住み継ぎがどのように

実現しているか把握する必要があると考えられるが、牛

窓地区における実態は明らかにされていない。

　さらに、このような地域における空き家は、多くが住

宅市場に流通していない、老朽化による改修が必要であ

る 6）など、住み継ぐにあたっては入居に至るまでの過

程や、入居後に住宅に関する様々な課題があることも指

摘されている。また、都市部に比べて就業先が少なく、

まちづくり活動も行われるなど地域への意識が高い住民

も多いと予想され、経済面や地域に馴染む過程も継続し

て居住していく上で課題となることが考えられる。

　以上を踏まえ、本研究では、牛窓地区における住み継

ぎの実態を把握するとともに、住み継ぎのプロセスを明

示した上で、住み継ぎが実現した要因を明らかにするこ

とを研究の目的とする。

1-2. 住み継ぎの定義

　本研究では、一般的な住宅市場に流通していない住宅
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が、従๓の居住者から、親族や従来からの地域住民に依

らない第三者へと継承され、᪂たな居住者が継続して居

住していることを住み継ぎと定⩏する。さらに、住み継

ぎのプロセスが以ୗの �ẁ㝵から成るとᤊえる（ᅗ 1）。

　（ϸ）移住先᥈し、家との΅を経て入居する

　（Ϲ）入居した住宅に対して住要ồを‶たす

　（Ϻ）入居後に地域♫へཧຍする

　（ϻ）経済的なᏳ定性を☜保する

　なお、地域♫へのཧຍとは、⮬㐠Ⴀなどの地域

活動へのཧຍ、㏆ᡤき合いなどを指す。また、地域♫

へのཧຍを住み継ぎのプロセスにྵࡵているのは、住

宅の❧地する地域も居住者にとって㔜要な生活の場であ

り、地域活動や㞄㏆ᡤと関わりをᣢࡘことが、継続して

ᬽらしていく上で㔜要になると考えられるからである

1）。本研究では、住要ồを‶たすような住宅が移住先に

存在することを๓ᥦとして、（ϸ）㹼（ϻ）のプロセス

をලయ的に明示した上で、これらのプロセスを実現さࡏ

るたࡵの要因を明らかにする。

1-�. ᪤ 研究とᮏ研究の⨨࡙け

　㎰山ᮧ地域や過疎地域における空き家の活⏝にࡘいて

は、行ᨻ➼による定住支援ไᗘや民家の再生ࢩス࣒ࢸに

関する୰ᅬらによる一㐃の研究 ���）がある。また、住み

継ぎに関する研究としては、既存住宅の流通市場におけ

る住ሗ支援に着目した研究 �）がある。

　本研究は、過疎地域への移住者の事をྲྀり上ࡆてい

るが、こうした地域への移住や定住に↔Ⅼを当てた研究

ではなく、᪂たな入居者と従๓の居住者により住み継が

れてきた住宅との関係性に↔Ⅼを当てているⅬが≉ᚩと

いえる。

1-�. 研究の᪉ἲとᵓᡂ

　文⊩調査 ����1��11�12）ཬࡧまちづくり活動にྲྀり⤌む住

民へのࣜࣄンࢢ調査にᇶづき、牛窓地区の概要を 2❶

で把握する（⾲㸯）。ḟに、居住者からみた住み継ぎの

ලయ的なプロセスや住宅の使われ方を明らかにするた

牛窓で住み継ぎを実㊶する居住者へのインタビュー、ࡵ

調査と住宅の実 調査を通して居住者の経㦂や意ᛮỴ

定、住宅ᖹ面を把握する（⾲ 2）。ᚓられた調査⤖ᯝは

全てࢹータ化し、1�2 で௬定した住み継ぎのプロセスに

対応する部ศをᢳ出した。調査対㇟者は、牛窓のまちづ

くりᅋయの࣓ンࣂーである 2Ặに、2Ặが把握している

୰で、牛窓地区の町並みをᵓ成する木造住宅へ入居し、

地域と関わりをᣢちながら、ᬽらし方に合わࡏて住宅に

ᡭをຍえている移住者として紹介いたࡔいた方全てであ

り、㏆ᖺ移住した多様なୡ代の移住者による住み継ぎの

事を本研究ではᢅっている。また、全ての事におい

て、住宅は家として居住されている。これらの調査⤖

ᯝにᇶづき、第 3❶で住み継ぎの実態を明らかにする。

第 �❶では、第 3❶における住み継ぎを実㊶する上で㉳

こった出来事や意ᛮỴ定から、ྛ居住者の住み継ぎのプ

ロセスをస成し、全ての調査事をໟᣓするような住み

継ぎのプロセスをᢳ出し、住み継ぎを実現するたࡵの課

題にࡘいて考ᐹする。以上からᚓられた▱見を踏まえ、

第 �❶で⤖ㄽを㏙べる。

2. ㄪᰝᑐ㇟地のᴫ要

2-1�ኚ㑄

　岡山県の༡ᮾ部に⨨する℩戸ෆ市は、2��6 ᖺに旧

㑚ஂ㒆三町（㑚ஂ町、㛗⯪町、牛窓町）が合ేしてㄌ生

した市である。牛窓地区（旧牛窓町）は、岡山市୰ᚰ部

⾲ ᴫ要ࢢࣥࣜࣄての࠸ࡘάືにࡾࡃ࡙ࡕࡲ�1

ㄪᰝᑐ㇟者 ㄪᰝᮇ 実ሙᡤ

2 Ặ㸦しおࡕࡲ၈⍆㏻ࡾ

άᛶࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸧

2�1� ᖺ � ᭶ 㢼ᚅீࡕ

ᅗ 1�ᒃ住者ࡀ住み継ࢫࢭࣟࣉࡄ

┿ 1�$ 㑰㸦ሙ㸧እほ

┿ 㑰እほ%ࠉ� ┿ 㑰እほ&ࠉ� ┿ 㑰እほ'ࠉ�

┿ 2�$ 㑰㸦⮬Ꮿ㸧እほ

⾲ 2�ㄪᰝᑐ㇟のᴫ要
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より┤⥺㊥㞳で 2�NP に⨨し、୰ୡから℩戸ෆᾏのእ

の要ᡤとされた（ᅗ 2）。江戸ᮇに来航した朝鮮通信

使の᥋ᚅᡤには、改造した町家が使われ、こうしたᘓ⠏

のኚ㑄にࡘいても調査研究がⅭされている 12）。ྠ時ᮇ

からᮦ木業や造⯪業などが発達し、 3�ᖺ㡭まで地

区の要㐨㊰ἢいにᗑ⯒が❧ち並んでいた。現在も町家

型の木造住宅から成る町並みが残っているが、造⯪業な

どのᇶᖿ⏘業の⾶㏥により、人口減少が進み、旧牛窓町

として過疎地域に指定されている。一方、ᾏが㏆くẼೃ

も✜やかなᅵ地、 3�ᖺ代からᖹ成ึᮇにかけて

ーࢰࣜ、ーがᘓタされるなどࣂーࣁࢺࢵンやࣚࣙࢩン࣌

。開発も行われたࢺ

2-2�住Ẹにࡼるࡾࡃ࡙ࡕࡲάື

　2��� ᖺに、町並み保存と地域の活性化を目指して地

元住民により「しおまち၈⍆通り活性化プロࢺࢡ࢙ࢪ」

がタ❧され、大学と㐃ᦠして空き家を改修し、⾤ゅࢧロ

ン（以ୗ、㢼まちீと⾲グする）として㐠Ⴀしたり、地

域文化の発信を目指してイ࣋ンࢺを開ദするなど、ྛ✀

活動が行われている。また、移住希望者からၥい合わࡏ

があった場合は、プロࢺࢡ࢙ࢪの࣓ンࣂーがᚰ当たり

のある家に㐃⤡をとるなど、

空き家の紹介も行っている。

㢼まちீは、地元住民やゼၥ

者がẼ㍍に❧ちᐤりఇ᠁でき

る場ᡤとして開ᨺされており、

᭶に数ᅇ、定ᮇ的に࢙ࣇ࢝として地元ᩱ⌮の㈍➼も行

われている。活動の概要を把握するたࡵ、当ᅋయの࣓ン

ーであるࣂ 2Ặに、プロࢺࢡ࢙ࢪのタ❧㊃᪨や移住希望

者への対応≧ἣに関してࣜࣄンࢢ調査を行った。⾲3、

⾲ �はࣜࣄンࢢ時の発ゝを➹者がまとࡵたものであ

る。2Ặは、୰学まで牛窓で生まれ⫱ち、高ᰯ・大学へ

の進学とともに牛窓を㞳れたが、大学༞業後は牛窓にᡠ

り、家業の造⯪業を継いでいた。造⯪ἣの影響から経

Ⴀがഴきጞࡵ、造⯪業を㛢業した後は、造⯪業の㈇മを

㏉済しながら、2��� ᖺに定ᖺ㏥⫋して牛窓にᡠるまで、

大学で㔝እ教⫱活動を行う部⨫の㈐௵者としてົして

いた。現在は、しおまち၈⍆通り活性化プロࢺࢡ࢙ࢪの

事ົの、牛窓地区で朝鮮通信使行ิのイ࣋ンࢺが開ദ

される「℩戸ෆ牛窓ᅜ㝿流࢙ࣇスタ」の事ົᒁもᢸっ

ている。

（1）プロࢺࢡ࢙ࢪの概要

　牛窓地区で少子高齢化が進み、地元住民が牛窓に㨩ຊ

をឤじていないようにᛮえたこと、2Ặが牛窓にᡠる๓

から見Ᏺり活動をጞࡵかけていた住民も存在していたこ

とから、プロࢺࢡ࢙ࢪのタ❧に至っている（⾲ 3）。ほ

ගに㔜Ⅼを⨨いた活動ではなく、地元の住民が地域のṔ

ྐや文化にりをᣢてるようになることを活動の≺いと

している。

（2）移住希望者への対応にࡘいて

　移住希望者へ空き家の紹介などが行われており、プロ

ーのࣂン࣓ࢺࢡ࢙ࢪ 2Ặのᡤには、ᖺ㛫 1�௳程ᗘの┦

ㄯがᐤࡏられていた（⾲ �）。こうした希望者に実㝿に

って人も考៖した上で௰介が行われている。

�. 住み継ぎの実ែ

�-1. ㄪᰝᴫ要

　2�11 ᖺ㹼 2�1� ᖺに牛窓に移住し、住み継ぎを実㊶す

る $㑰、%㑰、&㑰、'㑰の居住者に対し、移住のきっかけ、

⾲ のᴫ要ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉάᛶࡾ၈⍆㏻ࠉ�

タ❧のࡗࡁ

け

地ඖにᖐࡗてࡃるᗘにࠊ牛窓ࡣⰋ࠸ᡤࡔとᛮࡗてࠊࡀࡓ࠸

㏥⫋してᡠࡗてみるとࠊᑡᏊ㧗㱋ࡀ῝้しࠊ地ඖのே

࠼にᛮ࠺ࡼ࠸࡞࠸てࡌឤࢆᚋのክࡸの牛窓に㨩ຊࡣ

άື࡞࠺ࡼᣢてるࢆと⮬㌟ࡾ牛窓にࡀࡽ⮬地ඖのேࠋࡓ

㧗㱋ࠊ牛窓にᡠるᑡし๓にࡀ㌟⮬ࠋࡓ࠼⪄と࠸ࡓしてみࢆ

者ࡀᏙ⊂Ṛする௳ࡽࡓࡗ࠶ࡀしࠊࡃ地ඖのேࡶ༴ᶵឤࢆ

ឤࡌてࠋࡓ࠸ఱேࡀ⤌⧊的にぢᏲࡾάືࢆ࡞ጞࡵけ

てࡓ࠸の࡛࠺ࡑࠊしࡓேࡕࡓと୍⥴に࡛ࡤࢀࡁと⪃࠼てື

ࠎ地域のேࠊࡀࡔኚࡣるのࡵጞࢆఱࡃ᪂しࠋࡓฟしࡁ

とのὶࡸಙ㢗関ಀの✚と࠺࠸άືのୗ地ࠊࡾ࠶ࡀࡁ

ࠋࡓࡗ࡞㈨⏘と࡞

άືの≺࠸

ほගに㔜Ⅼࡓ࠸⨨ࢆάື࡛ࠊࡃ࡞ࡣ地ඖの歴史ᩥࡸにᑐ

してࡗࡶとࡗࡶと地ඖのேࡀ⮬ಙとࢆࡾᣢてる࠺ࡼにࠊ

と࠺࠸のࡀάືのᇶᮏ的ࠋࢫࣥࢱࢫ

⾲ て࠸ࡘ移住ᕼᮃ者へのᑐᛂ≧ἣにࠉ�

移住のၥ࠸

ࡏࢃྜ

ࠋる࠸᮶てࡀの┦ㄯ࠸ࡽࡃ௳�ᖺ㛫1ࡣの⪥にࠊᖺ࡛ᩘࡇࡇ

యࠊࡣ実㝿に移住に⮳るのࠊࡕ࠺のࡑ 2 ㌺ࠋ࠸ࡽࡃ㢼ᚅ

⤂ࠊて࠸してࢆேとヰࡓ᥈しに᮶࠸࡞ࡀᐙࡁ✵ࠊ࡛ீࡕ

しࡽࡓỴࡲるࡇと࠶ࡶるࠋ

ࢢࣥࢳࢵ࣐

࣭⏣⯋ᬽࡽしし࠸ࡓと࠺࠸ே࠸ࡶるࠊࡀ牛窓࡛ࡃ࡞て࠸ࡶ

ࡗࡀ࣮ࣂの࣓ࣥࡸࠋる࠸ࡶே࠺࠸と࠸࡞ࡣの࡛࠸

て࠶ࠊのே࠶࡞ࡼ࠸࠸ࡽ࡞と࡞࠺ࡼ࠺࠸ேࡀ᮶てࢀࡃて࠸

る⤖ᯝにࡗ࡞て࠸るࠋ牛窓に┦ᛂし࠸ேに᮶てし࠸と

ᛮࡗて࠸て࠺࠸࠺ࡑࠊேにࡲࡓࡲࡓࡓࡗとࡁにࠊ⤖ᯝ的

にࢇࡱࢇࡱとỴࡓࡗࡲと࠺࠸ឤࠋࡌ

࣭ேとࡾ࡞とࣝࢱࢫࣇࣛࠊ࠺࠸のᚿྥᛶみࡶ࡞࠸ࡓ

のࢆ㔜どして௰し࠸ࡓとᛮࡗて࠸るࠋ

ᅗ 2�牛窓地区の⨨

㑚ஂ㥐

-5
㉥
✑
⥺

岡山㥐
すᑎ㥐

山㝧᪂ᖿ⥺

ᮾഛࢫࣂ㊰⥺

2NP

瀬戸内市

ᪧ牛窓町

1

岡山県
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移住先の᥈し方と㑅定、入居時の家とのやりྲྀり、住

宅の改修≧ἣや使い方、地域との関わり方にࡘいてイン

タビュー調査を行い、実 調査あるいはᯈᅗにより住宅

のᖹ面ᅗを᥇ྲྀした。なお、インタビュー調査は、$㑰

と &㑰ではኵ፬に、%㑰ではዪ親に、'㑰では⏨親に対

して行っている。

�-2. 住み継ぎの実ែ

　ྛ居住者の移住先の᥈し方と移住先に関するุ᩿ෆᐜ

を⾲ 6、入居にあたっての家とのやりྲྀりを⾲ �、地

域との関わり方を⾲ �、ྛ住宅の改修ෆᐜと使われ方に

いてᅗࡘ 3㹼ᅗ �に示す。⾲ 6㹼⾲ �は居住者の発ゝを

➹者がまとࡵたものである。

（㸯）$㑰

　$㑰に住むኵ፬は、木〇をไసしてインターࢺࢵࢿ

を通じて㈍する事をしており、地区ෆの 2㌺を事

場と⮬宅としてりている。事場は、家のẕがஸく

なった後、空き家となっていたᡤへ調査対㇟者のኵ፬が

入居した。⮬宅は、入居๓はしおまち၈⍆通り活性化プ

ロࢺࢡ࢙ࢪによりᮾ᪥本大㟈⅏の㑊㞴者のたࡵの࢙ࢩ

スとしての࢘ࣁ࢙ࢩ、スとしてᩚഛされていたが࢘ࣁ

⏝を୰Ṇすることになり、2Ặから≀௳の紹介を受け、

$㑰のኵ፬が入居することになった。なお、$㑰のኵ፬

は移住するまでに、山ᮧでᬽらしたり、ᮾ京で事場を

⾲ ��移住の⤒⦋

 ฟ᮶ࡸពᚿỴ定 関㐃するⓎゝ内ᐜ

$㑰

࣭ື⏘のゼၥ

࣭牛窓の移住者と㠃

࣭移住者ࡽの≀௳

報に࠸ࡘての㐃⤡

≀牛窓のࠊࡽ⏘岡山市内のືࡓ࠸てࡗࡽࡶࢆ報௳≀ࠋࡓࡗとᛮࡶ࠺ྜࡀἼ㛗ࠊてࡗ▱ࢆ牛窓ࡽとࡇ࡞ࢇࡻࡦ࣭

௳報ࡣᣢࡗて࠺࠸࠺ࡇࠊࡀ࠸࡞࠸ே᭱ࡀ㏆移ࡾ住ࡔࢇと⪺࠸てࡑࠊのேࢆゼࡡて⾜ࡓࡗ㸦ኵ㸧2�1ࠋ� ᖺ � ᭶に⇃ᮏ࡛ᒎ

♧ࠊࡾ࠶ࡀᖐࡾにࡑのேࡀ௳≀ࡽฟࡓと㟁ヰࡗࡀてࡓࡁ㸦ጔ㸧ࠋ岡山ࢆ㏻ࡗて住࠸ࡲとࡇࡇ㸦ሙ㸧ࢆぢࡏてࡗࡽࡶ

てࡑࠊのᚋ �᭶にᐙࢇࡉとࡓࡗ㸦ጔ㸧ࠋ

࣭牛窓ࢆ移住ඛにỴࡵ

る

ࡀ町の歴史ࡸᩥࡀの᪉ࡽࡕࡇࠋ㸦ኵ㸧ࡔࢇ㑅ࢆࡽࡕࡇࠊࡀࡓ࠸てࡗ㏞と࢚ࣜのࡾࡤࡰࢇ⏣࠸ᩜに㏆௳≀のࡇ࣭

ࡴのᅵ地に住ࡑࡼࠊࢆとࡇる࠸てࢀとに័ࡇ᮶する ࡀே࠸࡞ࡽ▱とࡓࡗ࠶ࡀ㐨⾤ࠊととࡇ࠺ྜࡀἼ㛗ࠋて㸦ጔ㸧ࡃ῝

とࡁの᮲௳にして࠸てࡰࢇ⏣ࠊの࢚ࣜの᪉ࡑࡣの᮲௳ࡀᢤけて࠸るとᛮࠋࡓࡗ✵ᐙࢆ᥈してṌ࠸て࠸るࡔけ࡛ᐙ᥈して

るの㸽とኌࢆけࡓࢀࡽのࡔࡇࡇࠊࡣけࡓࡗࡔ㸦ኵ㸧ࠋ

⦾࣭ᰤのࢆࢡ࣮ࣆ過ぎて࠸てࠊୗࡶࡽࡀ࡞ࡾࡀⰋ࠸㢼にኚ࠸ࡓ࠼と࢚ࣜ࠺࠸に住ࡇࡴとࡣⰋ࠸ຮᙉに࡞るとᛮࡓࡗ㸦ኵ㸧ࠋ

࣭牛窓の住Ẹࡽの≀

௳の⤂

࣭≀௳の㑅定

࣭ሙࠊࡣ┤すのࡀኚ࠺ࢁࡔとᛮࡀࡓࡗఱと࡞るとᛮࠋࡓࡗ⮬Ꮿの᪉ࡣఱࡃ࡞ࡉ┤ࡶてࡶすࡄに住ࡵるとᛮࡓࡗ㸦ኵ㸧ࠋ

牛࣭窓のおࢇࡷࡕࡤの࡛ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿぢࡏてࠊྎࡣ௳≀ࡓࡗࡽࡶ ᡤのᅵ㛫のẁᕪࡀすࡀࣞࢺࠊࡾࡓࡗࡈẕᒇとูᲷࡗࡔ

ࡗ࡞ࡽ⮳࡛ࡲウ᳨ࠊࡃ࡞ࡀるᐙࢀࡽࢀධࢆにᐙ㈈㐨ලࡄてすࡁ㉺してࠊᵝᘧ࡛࠺㐪ࡾ࡞の⏕άᵝᘧとࡕࡓࠊとࡾࡓ

࠸࡞㸦ጔ㸧ࠋࡀࢪ࣮࣓るࡾࠊると࠶ࡀ≀Ⲵࠋ㸦ኵ㸧ࠋࡓ

%㑰

࣭సᐙ௰㛫へのኌけ

࣭≀௳報のධᡭ

࣭Ⰽ࡞ࢇேにኌࢆけて࠶ࠊࡽࡓ࠸のேࡀすഃへᘬࡗ㉺し࠸ࡓみࡁ✵ࠊࡽࡔ࠸ࡓᐙࡽࡓࡗ࠶ࡀᩍ࠼てࡆ࠶てࠊとⰍ࡞ࢇ

ே࠸ྜࡾ▱ࡀにኌࢆけてࠋࡓࢀࡃసᐙࡣࢇࡉᅜに࠸るの࡛࠺࠸࠺ࡑࠊឤࡗࡥ࡛ࡌとᗈࡗࡀてࠋࡓࢀࡃ

࣭2�12 ᖺ 11 ᭶ࠊ瀬戸内ᕤⱁ⚍にฟᒎしࡓᖐࡾに牛窓にᐙࢆぢに᮶てࠊⰍࡇࠎの㎶ࢆࡾ⤂してࠋࡓࡗࡽࡶ

࣭≀௳の㑅定

࣭岡山のື⏘ᒇࡽ

の≀௳の⤂

࣭牛窓࡛ぢࡓのᐙにࡣ⤖ᵓⲴ≀ࠋࡓࡗ࠶ࡶᕤ࠸࡞ࡁ࡛ࡶの࡛ࡣࡇࡇࠊᐙの୰ࡀぢࠊࡀࡓࡗ࡞ࢀࡽእࡓࡗࡔ࠸ࢀࡁࡀ

ࠋࡓ࠸けておࢆとኌ࠸ࡉࡔࡃࢆ⤡㐃ࡽ࡞ࡃ✵ࡀࡇࡇࠊࡵࡓ

牛࣭窓へᐙࢆぢに᮶る㏵୰のື⏘ᒇに୍ࠊ ⥴に≀௳ࢆぢに࠸ࡘて᮶てࡉࡔࡃる᪉ࡑࠋࡓ࠸ࡀの᪉ࡈࡀ実ᐙ࠸✵ࡀてるࠊࡽ

おᏯ࡛࡞ὴ❧ࠊࡃⰋࡶしࡽてぢᬕࡗ࠶岡山㥐の᪉の山のୖにࠋࡓࡗ⾜の࡛ぢにࡓࢀࢃとゝࠊࡽࡔࢇに住ࡇࡑࡤࢀしⰋけࡶ

ᑠᏛࠊてࡗ࠶ࡀ㐨㊰࡞ࡁ山のୗにࡘのᐙのᘓࡑࠋࡓࡌとឤ࠸࡞࠼ᗈすぎてᡭに㈇ࠊ࠸すぎてᛧࡁࠊࡀࡓࡗⰋࡇࡗ

ࡇࠋࡓࡗとᛮ࠸ᛧࠊの࡛࠸࡞ࡀとࡇࡔࢇに住ࡤࡑのࡾ㏻࡞ࡁ࡞ࢇࡑࠊࡀ࠺とᛮࡓࡗ࡞け࠸と࠸࡞ࡽ㏻ࢆの㐨㊰ࡑࡣᰯ

ࠋࡓࡗࡔ࠺ࡑࡵ住ࡾࡃࡗࡺࡀの᪉ࡽࡕ

࣭㈤ྍとの㐃⤡

࣭牛窓のᏛᰯࢆゼၥ

㸦࣭2�1� ᖺの㸧㸯᭶の⤊ࡾࢃ㡭に㈚してࡼ࠸࠸ࡶと㟁ヰࡗࡀてࡓࡁの࡛ࠊすࡽࡕࡇࡄにᐙࢆぢに᮶てࠊᑠᏛᰯと୰Ꮫ

ᰯにおヰࢆఛ࠸に⾜ࡗてࡑࠊのࡲࡲ㉺して᮶࠺ࡼと࠺࠸ឤࠋࡓࡗࡔࡌ

&㑰

けにኌ࠸ྜࡾ▱࣭

࣭2Ặࡽ≀௳の⤂

地ඖ住Ẹのࠋࡓて୍⥴にぢに᮶࠸⪺とࠊࡼる࠸ࡀ㉺しするேࡗ牛窓にᘬࠊと࠺とゝࠊす࡛࠸࡞ᐙࡁ✵のேに࠸ྜࡾ▱࣭

にࡕ࠺の᪥のࡑࠊてࡗࡽࡶして⤂ࢆࢇࡉ2 㸦ጔ㸧ࠋࡓࢀࡃてࡏぢࢆᐙࡁ✵㌺ࠊとࡃ⾜のᡤにࢇࡉ2

࣭牛窓の༳㇟

࣭≀௳の㑅定

ࠋࡓࡗ࠶ࡃࡈすࡣ㇟༳࠺࠸と࡞ࡔ町࠸࠸ࠊて࠸に牛窓に᮶てࡁᾏに᮶るとࡶ⚾࣭

ᐙ㟁ࠊ࠸࡞ࡷࡌ࠸࠸ࡤࢀけ࡙∦ࡤࢀᾐࠊてࡗẼにධࢆのᐙࡇࡀேࠊࡀࡓࡗとᛮ࠘ࡗ࠼ࠗࡽࡔるᡤᾏにᾐࡣ⚾࣭

ࠋࡓࡗ࡞にࡇࡇᒁ⤖ࠊてࢀࢃとゝ࠸࠸ࡤ࠼㈙ࡽࡓࢀቯࡀ

࣭ぢࡏて୍࠺ࡶࡓࡗࡽࡶ㌺ࠊࡣすࡃࡈࡃࡁてࠊᒇ᰿ࡀ⤖ᵓയ࡛ࢇて࠸࡞ࡉ┤ࠊと࠸けࠋࡓࡗ࡞㸦ጔ㸧

࣭ධᒃするࡵࡓのᨵಟ ࣭ேࡑࡣの࠺ࡶ住1ࠊࡀࡓ࠸࡛ࢇ㝵のᗋࡣ 2�1� ᖺの �᭶にேࡀᨵಟしてࠊ㝵のࡧてࢆ␚ࡓ࠸ᖸしてࡇࡶ⚾ࡽ

㸦ጔ㸧ࠋࡓࡵに住みጞࡇ

'㑰

࣭㞧ㄅの㉎ㄞ

㟁㌴にる࣮࣭ࣝ࢝ࣟ

࣭地域の㑅定

㏥࣭⫋の2ᖺ๓ࡽ移住ඛࢆ᥈しጞࠋࡓࡵ⏣⯋ᬽࡽしのᮏにࠊ㜰と⾜ࡁ᮶࡛ࡁるのࡣయ୕㛫༙と㍕ࡗて࠸るのࢆぢてࠊ

㐩ࡸᐙ᪘࠸⨨ࢆてฟてࡑࠊࡽ࡞ࡃ࠸のᅪ内࠸࠸ࡀとᛮࠋࡓࡗ᪥ᮏᾏの᪉ࡸḷ山࠼⪄ࡶてࠊⰍࠎ地ᅗୖ࡛᥈してࠊࡀࡓ࠸

ࠋࡓࡗ࠸てࡗࡲ⊂ࡀ⠊ᅖࡘࡎ᪥⏕とᑡしࠊ✑㉥ࡸጲ㊰ࠊると࠸てࡗ㏣ࢆ瀬戸内の᪉࡞ᬮ ࠋࡓࡗとᛮࡔ౽ࡀ㏻ࡾࡣࡸ

ࠊࡀࡓ࠸てぢてࡗに⥺࣮ࣝ࢝ࣟࠋࡓࡗࡔࡸ✜景Ⰽ࡛࡞࠸ࢀࡁࠊぢるとࢆࡇࡑて࠸⪺ࢆとࡇ牛窓のࡽྖୖࠊる᪥࠶࣭

ጲ㊰ࡔࡲࡣ㒔࡛ࠊ᪥⏕ࡗࡻࡕࡣとᅵ地ࡶࣝࣅࡃ⊂ࡀᘓࡗて࠸てࠊᾏᓊ⥺ࡷࡕࡈࡷࡕࡈࡶして࠸るとឤࠋࡓࡌ牛窓へ᮶て

みると実㝿にⰋ࠸し࠸࠸࡛ࡇࡇ࠺ࡶࠊとᛮࠋࡓࡗ

࣭牛窓࡛のᐟἩ

࣭ື⏘ᒇのゼၥ

࣭㛗ᮇఇみに牛窓に᮶てࠊẸᐟへἩࡗてࠊ㈙ࢆ≀࠸するᡤࢆ࡞Ⰽࠎぢてᅇࡁ࡛ࠋࡓࡗるࡔけ報ࢆᚓ࡞ࠊࡀࡓࡗࡓ

ࠋࡔࢇ㎸ࡧ㣕ࠊの࡛ࡓࡗ࠶ࡀ牛窓にື⏘ᒇ࠺ࡻࡕࠊ定ᖺする๓ᖺࠊࡎࢀࡽᚓ࡞

࣭ື⏘ᒇࡽの≀௳

⤂

࣭≀௳の㑅定

࣭ື⏘ᒇにࠊࡣᙜ㈚ᐙとしてࡇࡇࠊと �� ᖺ௦のᘓ≀ࡀⓏ㘓ࢀࡉて୍࠺ࡶࠋࡓ࠸᪉ࡣୗỈ㐨ࡶ㏻ࡗて࠸てࠊすࡄ

住ࡵる࡞࠺ࡼᐙࡑࠊࡀࡓࡗࡔのᐙとྠ࡞࠺ࡼࡌᐙࡣ㜰にࢇࡉࡃࡓࡶᘓࡗて࠸るしࠊの窓ࢆ㛤けࠊࡽࡓのᐙの⋞関ࡀ

ぢ࠼るの࡛ࡽࡕࡑࠊのᐙにࡣしࠋࡓࡗ࡞㊃関㐃のⲴ≀ࡶከ࠸の࡛ࡽࡕࡇࡾࡣࡸࠊのᐙ࠸ࡽࡃᗈ࠸᪉ࡀⰋ࠸とᛮࠋࡓࡗ

ࠋࡓࡗるとᛮࡁ࡛࣒࣮࢛ࣇࣜࡽࡀ࡞分࡛ᴦしみ⮬ࠊࡽ࡞の≧ែ࠸ࡽࡃのࡇ

⾲ 㑰ᒃ住者のᒃ住歴$ࠉ�
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改しながら住んできた経㦂がある（⾲ �）。

　ᮾ京で改可能な≀௳が減ってきていたこと、ᮾ᪥本

大㟈⅏をきっかけに地方で⅏ᐖにഛえたいとឤじたこと

から、移住をỴ᩿した。岡山県を移住先にỴࡵた後に牛

窓を▱り、ゼれていた岡山市の動⏘ᒇで牛窓への移住

者を紹介され、この移住者から現在の事場にࡘいて㐃

⤡を受けて㑅定に至った。この移住者もーࢺస家であ

り、$㑰の居住者が入居する㸱ᖺ๓に牛窓に移住してい

る。㐃⤡を受ける๓に、⮬ら牛窓をゼれ、地元の住人か

ら空き家を紹介されていたが、Ⲵ≀が多く存在していた

ことなどにより、᳨ウには至らなかった。牛窓地区のも

ᡭとしてࡵṔྐや来ゼ者に対するጼໃが、移住先のỴࡘ

ᣲࡆられている（⾲ 6）。入居にあたっては、家と┤

᥋やりྲྀりしており、牛窓へ移住するまでの経㦂をもと

に、家から信頼をᚓるたࡵ、⮬㌟の⫋業を紹介する㈨

ᩱを 2Ặや方の家にΏしている（⾲ �）。

　事場ཬࡧ⮬宅の改修ෆᐜと使われ方をᅗ㸱ཬࡧᅗ㸲

に示す。事場にࡘいては、家の㈇ᢸにより␚の㝖ཤ、

ᒇ᰿のⵌき替えが行われており、そのの改修は入居者

の㈇ᢸによるものである。入居๓に␚の事場と⮬宅と

1

N�P1 2�

�P1 2�
1

�P1 2�

N

� 1 2 �P
N� 1 2 �P

⏕ά
⾜Ⅽ

関㐃するⓎ
ゝ

ᑵᐷ

ᬑẁࡣ㸰㝵
ࡔ ࠊࡀ ᬬ ࠸
とࡣࡁ㸯㝵
࡛ᑵᐷするࠋ

ᗋのᨵಟ
㸦ୗ地ᯈの⏝ࠊ␚のᙇ᭰࠼㸧

సᴗࡣ▱ேに⤂してࡶ
ࠋるࡼᕤにࡓࡗࡽ

ᮌ⟽ࡔࢇ⤌ࢆᮏᲴ

ྂ㐨ලᒇ࡛㉎ධしࣝࣈ࣮ࢸࡓ

ᗋᯈのᙇ࠼᭰ࡾ

 Ỉࢡࣥࢱタ⨨

2 㝵の࣮ࢽࢥࣝࣂに
タ⨨しᾎධࡣࠋࡓ
にࠋ࠺

⨨のタࣈ࣮ࢺࢫ⸅

ኵの⮬సࠋ

窓ࢩࢵࢧの㝖ཤ

እࡽሙࡀぢ࠼る࠺ࡼ
にࠊゎయ現ሙ࡛ࡓࡗࡽࡶᘓ
ලࢆࡗてᅇ㌿窓ࢆධࡼࢀ
ࠋる࠸てࡗとᛮ࠺

ᘓලのྲྀࡾእし

2 㝵࡛おᗑࡸ⤮のᒎ♧ࢆし࠺ࡼとᛮࡗて࠸
るࠋᶵ関㌴࡞のࣔࣇ࣮ࢳのḍ㛫ࢫࣛ࢞ࡸ
戸ࠋࡓࡗ࠶ࡀ㸦ㄪᰝࡣてእࢀࡉて࠸るࠋ㸧

関㐃するⓎゝ

ᐷᐊ
ᬑẁࡣⓙ 2 㝵࡛ᐷるࠊࡀኟ
の࡛࠸ᬬࡣ 1㝵࡛ᑵᐷするࠋ

 
ሙ

〇సにࢫ࢞のⅆࡀᚲ要࡞の
ࢆ㒊ᒇࡓᡤに㞄᥋しྎࠊ࡛
ሙにして࠸るࠋ㓄⮃ື
࢞ࠊの࡛࡞౽てࡃ㛗ࡀ⥺
残しࡣసᴗ⏝のྎ࠺ࢆࢫ
てࢆࢢࣥࢽࢲࠊሙに
し࠺ࡼと⪃࠼て࠸るࠋ

Ὑ㠃

Ὑ㠃ྎ࠸࡞ࡀのࠊࡣᐙ᪘み
⡆ࠋる࠸てࡗ౽にᛮ࡞ࢇ
᫆ỈὙのࣞࢺにࠊᏊࡶ
㐩ࠋࡓࡗ࡞ࢀ័ึ᭱ࡶ

関㐃するⓎゝ

⁽ ሬ
సᴗ

ᛂ᥋ᐊの୍ゅ࡛⁽ሬのసᴗࢆして
࠸࡞ࡆるとᐶ࠶ࡀసᴗྎࠊࡀࡓ࠸
の࡛ࠊ⁽ሬとົᑓ⏝の㒊ᒇࡘࢆ
ࠋࡓࡗࡃ

⋞関ᶓにᡬࢆ㛤ける

ࡃ㛤ࢆᗑࢪ࣮ࢧࢵ࣐
㝿ࠊ⋞関ࡽ┤᥋ධ
ࠋ࠸ࡓにし࠺ࡼるࢀ

య的࡞内の⿵ಟ

〼⣬のᙇࠊ࠼᭰ࡾ㞀
Ꮚの㦵ᮌの⿵ಟࠊቨ
⣬のᙇ࣭᭰࠼ሬ᭰࠼

ὶしྎのྲྀ᭰ࠊ࠼
ᗋのᙇ᭰࠼

ᕤົᗑࡣྎࣥࢳࢵ࢟
ࠋࡓࡗࡽࡶてࡗㆡࡽ

⡆᫆ỈὙࠊ
ᗋのᙇ᭰࠼

ࢢ࣮ࣥࣜࣟࣇࡽ␚
にᙇ᭰࠼
ࢆのᲴࣥࣙࢩࢡࣞࢥ
⮬స

ᗋのᙇ࠼᭰ࡾ

ࠊの࡛ࡓࡁてࡗ࡞ࡃࡦࡀのᐖࣜࣟࢩ
ᮦと⇕᩿ࠊ࠼᭰ࡾྲྀࢆฟして᰿ኴࢆ␚
ࠋࡓࢀධࢆࣖࢽ࣋

ᅗ ᪉ࢀࢃ㑰㸦ሙ㸧のᨵಟ内ᐜと$ࠉ�

ᅗ $ࠉ� 㑰㸦⮬Ꮿ㸧のᨵಟ内ᐜ

とࢀࢃ᪉

ᅗ ᪉ࢀࢃ㑰のᨵಟ内ᐜと%ࠉ�

ᅗ ᪉ࢀࢃ㑰のᨵಟ内ᐜと&ࠉ� ᅗ ᪉ࢀࢃ㑰のᨵಟ内ᐜと'ࠉ�

⾲ ࡾࢃ移住ᚋの地域との関ࠉ�

 関㐃するⓎゝ内ᐜ

$㑰
࣭住ࡽ࠸ࡲሙへ㏻するࡔけ࡛ࠊ2ࠊ�ேとᣵᣜするࠋ
ࠋ࠸ࡓཧຍしࡤࢀࡁ࡛ࠊるしࢀࡲฟ᮶る⠊ᅖ࡛㢗ࡶの㐠Ⴀࡾ⚍࣭

%㑰

࣭⫱ᡂの㛗ࡸ༑戸町㸦⮬の༢㸧ࢆして࠸る関ಀ࡛ࠊ᭶に 1
ᅇࡣ町㆟࡞にฟᖍするࠋ๓に住ࡓ࠸࡛ࢇᡤ࡛ࡶ⮬ࢆ࡞
とする࠺ࢁࢃ関ู≉ࠋࡌឤ࡞࠺ࡼࡓఝࡽのࡶᏊࠊて࠸てࡗࡸ
࠺࠸とࠊᬑ㏻に⏕άしてるࠊࡃ࡞ࡶけ࡛ࢃᣄྰするࠊࡃ࡞ࡶけ࡛ࢃ
ឤࠋࡌ

&㑰

࣭㏆ᡤにࡈࡣ㣤ࢆసࡗてᣢࡗてࡁてࢀࡃる᪉࠸ࡶるࢆࡾ⚍ࠋぢに⾜
ࠋࡓࡗ⾜て୍⥴にぢにࢀࢃとㄏ࠺ࡇ
࣭ேのࡣ▱ேに┦ㄯして⤂してࠊ࠸ࡽࡶ牛窓のࣈ࣮ࣜ࢜ᅬ
࡛㠃᥋してࡗࡽࡶてỴࠋࡓࡗࡲ

'㑰

సရのࢺࣇࣛࢡࡓࡗࢆࢫ࣮࣌ࢫࡁ✵ࡸᐙࡁ✵ᩓṌ㸦ࢺࣇࣛࢡ࣭
ࡀのࡓ࠸なࢆࢺࣥ࣋ࡓ࠸てࢀ㛤࡛ீࡕࡲ㢼ࠊにࡁ㸧のとࢺࣥ࣋
ࡗᅇࡾ㉮࡛ࢸࣥࣛ࣎ࠋࡓࡗ࡞に࠺ࡼάືにཧຍするࠊけ࡛ࡗࡁ
ࠋる࠸てࡗࡽࡶࢆて報ࡗྜࡾ▱ேと࡞ࢇᙧ࡛Ⰽ࡞ࢇⰍࠊࡾࡓ
࣭牛窓に᮶る 2 ᖺ๓に町内㛗ࡗࡸࢆて࠸てࠊᑡᏊ㧗㱋࡛Ⰽࠎຮ
ᙉࡏࡉてࠋࡓࡗࡽࡶおᖺᐤࡸࡾᏊࡶにᣵᣜしࡾࡓしてࡗࡸ࠺ࡑࠊ
て㘫ࡽࡕࡇࠊࡽࡓࢀࡽ࠼へ᮶てࡶ↛ᨭ㞀ࠋ࠸࡞ࡣ

⾲ ࡾྲྀࡾࡸᐙとのࡧዎ⣙ᙧែཬࠉ�

 関㐃するⓎゝ内ᐜ

$㑰

2ࠊึ᭱ ての㈨ᩱ࠸ࡘにࠊにࢇࡉ㸨とሙと⮬Ꮿのᐙࢇࡉ
㞧ࡤ࠼ࠋࡓ࠼ఏࢆ᪨࠸ࡓࡾࠊࡽしてࢆして⮬ᕫ⤂ࡾお㏦ࢆ
ㄅ࡛⤂ࡶࡓࢀࡉのࠊ࡞ಙ㢗ᛶの࠶るࡶのࢆࡗてࡑ࡛ࡲࢀࡇࠋ
࠸とるࡏࡉᏳᚰࢆに┦ᡭ࠸ࠊて࠸てࡁしてࢆ᪉ࡾᐙのࡓし࠺
ࠋの࡛ࡓ࠸て࠸࡙័⩦ࡀの࠺

%㑰
2 のࡑࡣ⚾ࠋてࡗࡉࡔࡃと࡛㈚してࡇ࠺࠸とࡽࡔ࠸ྜࡾ▱のࢇࡉ
実㝿ࠊࡃ࡞ࡣ࡛࠸ྜࡾ▱ࡣ㸦సᐙの㸧▱࠸ྜࡾの࠸ྜࡾ▱ࠊのࠊ
ࠋすけ࡛ࢇࡓࡗࡔࡌឤ࠺࠸とࠊ࠸ྜࡾ▱

&㑰
㸦ᨵࡀேࠋࡓࢀࡃと΅してࢇࡉᐙࠊてࢀࡃてࡗ࡞௰とࡀࢇࡉ2
ಟ࡞に࠸ࡘて㸧⪺ࡇ࠸ࡓࡁと2ࠊࡽࡓࡗ࠶ࡀ ࡉてᐙࡌ㏻ࢆࢇࡉ
ࠋる࠸てࡗࡽࡶࢆにチྍࢇࡉᐙࠊてࡗࡽࡶて࠸⪺にࢇ

'㑰 ᐙとࡾྲྀࡾࡸするとࠊࡣࡁື⏘ᒇࢆ㏻して࠸るࠋ

ᅵ㛫
ሙ

ሙ
ࢢࣥࢽࢲ

Ꮚࡶ㒊ᒇ

Ꮚࡶ㒊ᒇ

⣡戸

ࢢࣥࣅࣜ

㣗ᇽ

ᅵ㛫

ᗑにࢪ࣮ࢧࢵ࣐
ᨵಟ୰

ྎᡤ

࢚ࣜࢺ

ᐷᐊ

᮶ᐈ⏝の

㒊ᒇ
住ᒃ

㸦ᜥᏊの㒊ᒇ㸧ᐷᐊව�

ᒃ㛫

住ᒃ

ྎᡤ

⁽ሬとົ

の㒊ᒇ

ᐷᐊ

Ὑ㠃ᡤ
ྎᡤ

ࢢࣥࢽࢲ

ᛂ᥋ᐊ

ࢢࣥࢽࢲ

にᨵಟ୰࣮ࣜࣛࣕࢠ

ࣙࢩࢡࣞࢥ

ࣥ㒊ᒇ

⣡

㢼࿅ሙ

ྎᡤ

ᾎᐊ
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もに、一ᐊがをไసするたࡵのస業場にてられてい

る。୰ኸのᰕやቨの⿵ᙉを %㑰の居住者から紹介を受け

た大工に依頼して行っているか、ᅇ㌿窓のᤄ入やᘓල

のྲྀり替えが予定されている。2㝵はᗑ⯒やࣜࣛࣕࢠー

として使⏝される予定であり、ᘓලやኳ∧がྲྀりእさ

れている。⮬宅にࡘいては、入居後にࢩロࣜの⿕ᐖが

現在の⁽ሬりと事ົの部ᒇで居住者、ࡵどくなったたࡦ

⮬㌟により␚が㝖ཤされ、᩿⇕ᮦとࣖࢽ࣋ᯈがᩜタされ

ており、㈝⏝は家が㈇ᢸしている。当ึは応᥋ᐊの一

ゅに⁽ሬりのస業場と事ົのス࣌ースをタけ、現在の⁽

ሬりの部ᒇがᐷᐊとして使われていたが、స業ྎがある

ことにより応᥋ᐊでᐶぐことができなかったたࡵ、๓㏙

のᗋの改修が行われた後、⁽ሬりと事ົの部ᒇが現在の

部ᒇにኚ᭦された。

　移住後は⚍りのᡭఏいなどにも関わり、そうした地域

活動にもできるࡔけཧຍしたいと㏙べている（⾲ �）。

（㸰）%㑰

　%㑰には㔠ᒓࢡセࣜࢧーస家のዪ親とᑠ学生と୰学

生の子が居住しており、子は牛窓地区ෆの学ᰯに通って

いる。調査対㇟者が入居するまでは、家がたまに⤮を

ᥥいたり、ᐶいࡔりするたࡵに⏝されていた。

　%㑰の居住者はᮾ᪥本大㟈⅏のཎ発事ᨾによる㣗ရの

影響をᜥ子がᠱ念したことをきっかけに移住をỴ᩿し、

事௰㛫にኌをかけている（⾲ 6）。紹介された牛窓の

空き家のうち、の空き家はⲴ≀があったり、改修の必

要性をឤじたたࡵ、㑅定には至らなかった。家へは地

元住民 2Ặと数人のస家の▱人を介して紹介された（⾲

�）。岡山市ෆの動⏘からもูの空き家を紹介されてい

たが、家が広すぎたこと、㐨ᖜの大きな㐨㊰が㏆くにあ

り、ᛧいとឤじたことから、そちらは㑅ᢥされなかった。

　住宅は、సရのไసに࢞スࣂーࢼーを使うたࡵ、ྎᡤ

に㞄᥋する部ᒇが事場にてられているが、㓄⮃に

౽なたࡵ、ᑠさなస業ྎのみ現在の事場に残し、ࢲイ

を事場にすることを考えている（ᅗࢢンࢽ �）。ࣜビ

ンࢢやࢲイࢽンࢢのᗋの␚の㝖ཤとୗ地ᯈの高さのኚ᭦

ཬࡧ⣡戸の␚のᙇ替えを、▱人から紹介を受けた大工に

依頼している。この㝿発生した㈝⏝は入居者が㈇ᢸして

いる。この大工は๓㏙の $㑰のᰕの⿵ᙉなどをᘬき受

けた大工とྠ一の大工である。ࣜビンࢢやࢲイࢽンࢢに

は、స家௰㛫に紹介されたྂ㐨ලᒇで㉎入したࢸーࣝࣈ

が㓄されている。またᡭὙいなどのỈᅇりに関して、⡆

᫆ỈὙに入居当ึは子どもが័れなかったことが⪺きྲྀ

れた。ᬑẁは 2㝵で就ᐷしており、ኟのᬬさには 1㝵で

就ᐷすることで対応している。

　移住後は町ෆなどのᙺをᢸっている（⾲ �）。　

（㸱）&㑰

　&㑰にはドイࢶ出㌟のኵと岡山市出㌟のጔ、1ṓの子

が居住している。ኵはẕᅜで࢞ーࢼࢹーとしての修業を

受けており、現在は牛窓地区ෆのࣜ࢜ーࣈᅬでᗞᖌとし

てാいている。ጔはᐆ↝のస家である。&㑰は⣙ 1�

ᖺ๓の高₻の⿕ᐖにより、1㝵のᗋが↓く、調査対㇟者

が入居するまでりᡭが見ࡘからない≧ἣであった。

　&㑰の居住者は、⤖፧をᶵに、⏣⯋での生活を希望す

るኵの意ྥを踏まえて移住を᳨ウした。牛窓をゼれた㝿、

地元住民 2Ặから空き家の紹介を受けた（⾲ 6）。家

と΅する㝿も 2Ặが௰介となっている（⾲ �）。㸯㝵

のᗋの改修㈝が必要ࡔったこともあり、家㈤はᖺࡈとに

ቑຍするようにഴᩳᘧにタ定されている。

　住宅にࡘいては、ࢺイࣞや⤥家が修改のーࣛイ࣎

の㈇ᢸにより行われており、そのの改修にࡘいては居

住者が㈝⏝を㈇ᢸしている。ኵが入居し、1㝵のᗋを改

修し、2㝵のയんࡔ␚をᖸした後にጔが入居している。

㸯㝵の一ᐊは、ጔの࢚ࣜࢺにてられ、㞄᥋する部ᒇ

もጔがࢧࢵ࣐ーࢧࢪロンを開くたࡵに改修୰である（ᅗ

6）。また、ኵができるࡔけࢠࣝࢿ࢚ーを使わない生活を

ᚰけていることもあり、⸄スࢺーࣈやኴ㝧ගでỈを 

。がኵによりタ⨨されたࢡる Ỉタンࡵ

　移住後、ጔの人から紹介を受け、ኵは牛窓地区の࢜

ࣜーࣈᅬでാいている（⾲ �）。㏆㞄住民とは、ㄏわれ

て一⥴にお⚍りを見に行くなどのやりྲྀりがある。

（㸲）'㑰

　'㑰には、定ᖺ㏥⫋後牛窓に移住し、現在は活性化プ

ロࢺࢡ࢙ࢪにも関わる⏨親と、2�代の子が居住してい

る。牛窓に移住するまでは大㜰で居住しており、地元እ

へ㌿居した経㦂はなかった。'㑰は牛窓にある動⏘に

㈚家としてⓏ㘓されていたが、調査対㇟者が入居した㝿

は 2㝵に多くのⲴ≀が残されていた。

　'㑰の居住者は、都市部でのᬽらしに対し、↓㥏なᢞ

㈨をしたくないとឤじたこと、⮬㌟のᗣをᠱ念したこ

とから移住をỴ᩿した。移住先をỴࡵる㝿には、㞧ㄅや

地ᅗを見て℩戸ෆに⠊ᅖを⤠り、ᬒⰍを見て牛窓にỴࡵ

た（⾲ 6）。牛窓にᐟἩしながら生活ࢧービスタを見

てᅇるなどሗ㞟をヨみたが、༑ศなሗをᚓられな

かったたࡵ牛窓の動⏘ᒇをゼれ、そこで≀௳の紹介を

受けた。家とのやりྲྀりは、動⏘ᒇを介して行われ

ている（⾲ �）。
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　居住者は、࣏スターなどを㞟する㊃があり、2㝵

の一ᐊがࣙࢩࢡࣞࢥン部ᒇとして使われている（ᅗ �）。

ᗋᮦのࣇローࣜンࢢへのᙇ替えられ、⮬సのࣙࢩࢡࣞࢥ

ンᲴがタ⨨され、㏆㞄の住民からㆡり受けたࣙࢩーࢣー

スも㓄されている。また、全య的にയんでいたᘓලを⮬

ら⿵修しており、入居時にあったⲴ≀も⮬㌟で∦けて

いる。入居๓にはࢩンࢡのྲྀ替え、ᾎᐊの改修などが入

居者の㈝⏝㈇ᢸにより行われた。移住後は、㢼ᚅちீで

行われていたイ࣋ンࢺをゼれたことがきっかけで、地元

の活性化プロࢺࢡ࢙ࢪにもཧຍしている（⾲ �）。牛窓

へ移住する 2ᖺ๓に町ෆ㛗をᢸった経㦂から、移住後

は㏆㞄とのき合いに関してၥ題は↓かったと㏙べてい

る。

�.�住み継ぎࢆ実現するୖ࡛のㄢ㢟

�-1.�ྛᒃ住者の住み継ぎのࢫࢭࣟࣉ

　3❶の調査⤖ᯝから、住み継ぎを実㊶する上で関㐃の

あった行動やุ᩿ෆᐜなどをᢳ出し、因ᯝ関係のあるも

のྠ士を▮༳で⧅いで、1�2の住み継ぎのプロセス（ϸ）

㹼（ϻ）をྛ居住者ࡈとにస成する（ᅗ �）。それࡒれ

の行動やุ᩿ෆᐜは以ୗの（1）㹼（1�）のࣜࢦࢸ࢝に

ศ㢮できた。

　（1）ዎᶵ（居住者の๓居住地に対する住要ồが㢧在化

するきっかけとなった出来事）

　（2）住要ồの㢧在化（ఱらかの出来事をきっかけに๓

居住地に対して㢧在化した住要ồ）

　（3）ሗ㞟行動（移住先や≀௳のሗを㞟ࡵるたࡵ

に㉳こした行動）

　（�）ሗの入ᡭ（移住先に関するሗの入ᡭ）

　（�）移住先のุ᩿（居住者が入ᡭしたሗをもとに、

移住先に対してୗしたุ᩿ෆᐜ）

　（6）΅（住宅をりるときの家とのやりྲྀり）

　（�）修⧋（居住者にとって᭱ప㝈必要な修⌮）

　（�）住要ồ（入居後に発生した住要ồ）

　（�）生活の方や家ලを工ኵ（ᐊの使い方や家ලの㓄

⨨により住要ồへ対応する）

　（1�）改修（住宅そのものにᡭをຍえることにより住

要ồに対応する）

　（11）きっかけをᚓる（地域㐠Ⴀのᙺ⫋の当␒がある、

地域の活動にࡘいてሗをᚓる、㏆㞄住民がゼၥす

るなど、地域♫へ関わる上でのきっかけをᚓる）

　（12）関わり方をุ᩿（きっかけに対する意ᛮỴ定）

　（13）ཧຍ（地域活動へのཧຍ、㏆㞄住民との関わり）

㸨⥙けࡀして࠶るࡶのࠊࡣ者への┦ㄯࡸ౫㢗にࡓ࠶る⾜ືࢆ⾲すࠋ
㸨㸦ϸ㸧に࠸ࡘてࠊࡣ⣔ิに並て࠸るࠋ

ᅗ ��ྛᒃ住者の住み継ぎのࢫࢭࣟࣉ

ື⾜ࠊุ᩿ࡸ分けฟ᮶ࣜࢦࢸ࢝

㸦ϸ㸧にお࠸てࠊධᒃしࡓ≀௳報のධᡭに⧅ࡓࡗࡀ⾜ື

時期

Ἴ㛗࠺ࡑ࠸ྜࡀ牛窓ࢆ▱る

牛窓の≀௳報
に関する㐃⤡

移住ࢆỴࡵる

岡山県ᅾ住の
▱ேのᏑᅾ

牛窓への移
住者の⤂

移住者のヰ

岡山市のື
⏘ᒇに┦ㄯ

岡山市のື
⏘ᒇに┦ㄯ

牛窓への移住
者に࠺

地ඖ住Ẹに
࠺

2Ặに࠺

⤂ࡓࢀࡉ
≀௳の≧ែ

⤂ࡓࢀࡉ
≀௳

牛窓へ⾜ࡃ

牛窓へ≀௳
ࡃ⾜ぢにࢆ

⤂ࡓࢀࡉ
≀௳

ᐙに࠺

ධᒃする

の⤂
㈨ᩱࢆᐙと
2ẶにΏす

ࡾるࡀࢪ࣮࣓
࠸࡞
すࡄにᐙලࢆ㐠ࡧ
ධࢀてࢆጞࡵ
࠸࡞に࠺ࡑࢀࡽ

ఱと࠺ࡑࡏ┤

2�1� ᖺ

1᭶

�᭶

�᭶

�᭶

ሙの1 㝵ࡀᵓ㐀
的にᏳ

ሙの2 㝵࡛ᗑࡸ⤮
のᒎ♧ࢆし࠸ࡓ

現⁽ሬࡾの㒊ᒇのࣟࢩ
ࣜの⿕ᐖࡓࡗ࡞ࡃࡦࡀ

㸦⿕ᐖにᑐฎし࠸ࡓ㸧

ᛂ᥋ᐊ࡛ᐶぎ࠸ࡓ

እࡽሙࡀなけ
る࠺ࡼにし࠸ࡓ

ᘓලの㝖ཤࠊ
ᗋᮦࢆᙇる

␚の㝖ཤࠊ᰿ኴの
ධ᭰ࠊ࠼ᗋࢆᙇる

ඖᐷᐊࢆసᴗ
㒊ᒇにする

㝖ཤ㸦ᅇࢆࢩࢵࢧ
㌿窓ࢆධࢀるண定㸧

సᴗྎ࡞ධ᭰࠼

ᕤにᰕとቨの
⿵ᙉࢆ౫㢗ࠊ実

ࢆの㐠Ⴀのࡾ⚍
㢗ࢀࡲる

移住ඛ㸦岡山
県㸧ࢆỴࡵる

牛窓ࢆ移住ඛ
にỴࡵる

≀௳㸦ሙ㸧
るࡵỴࢆ

≀௳㸦⮬Ꮿ㸧
るࡵỴࢆ

すࡄに住みጞ
るࢀࡽࡵ

ཷ࡞のᙺࢆ
ᢸ࠺

࠸ࡓཧຍしࡤࢀࡁ࡛

ᮾி࡛ࡶの࡙ࢆࡾࡃ

⥆けるのࡣ㞴し࠺ࡑ

ᮾிの⤒῭ᅪ࡛࠸࡞

ᡤ࡛⏕άし࠸ࡓ

㒔市㒊の過ࣥ࡞

地᪉࡛ࡎࡽに㢗ࣛࣇ

⅏ᐖにഛ࠸ࡓ࠼

ᮾ᪥ᮏ㟈⅏

のⓎ⏕

㈤㈚市ሙのኚ

情報収集行動 情報の入手 移住先の判断

交渉

住要求 改修

生活の仕方や
家具を工夫

きっかけを得る 関わり方を判断 参加

住要求の顕在化契機

時期

移住ࢆỴࡵる

⤂ࡓࢀࡉ
≀௳の≧ែ

牛窓に࠸ࡘて
の報

ᐙの≧ែ

Ꮫᰯ࡛⪺ࡓ࠸
ヰ

入居する

牛窓へ⾜ࡃ

Ṍࡃとᗋࡪࡪࡀす
る㸦ᗋࢆᏳ定࠸ࡓࡏࡉ㸧

ኟに2 㝵࡛ᐷると
ᬬ࠸㸦ᾴしࡃᐷ࠸ࡓ㸧

ไస⏝にࢫ࢞のⅆࡀ
ḧし࠸

㓄⮃ࡀ౽

Ὑ㠃ྎࡃ࡞ࡀて౽ࠊ
⡆᫆ỈὙに戸ᝨ࠸

స࡛ࢢࣥࢽࢲ
ᴗする㸦ண定㸧

ࡃ࠸てࢀ័

సᴗ⏝のᐙල
の移ື㸦ண定㸧

1㝵࡛ᑵᐷ

⤂ࡓࢀࡉ
≀௳の≧ែ

現住Ꮿ

≀௳

㈚して࠸࠸ࡶと
の㐃⤡

௰㛫に
┦ㄯ

ᐙࢆぢに⾜ࡃ

ධᒃྍࡽ࡞
㐃⤡する࠺ࡼ
ఏ࠼る

岡山市の
ື⏘ᒇに
ᐤる

牛窓のᑠᏛᰯと
୰Ꮫᰯに⾜ࡃ

るࡵỴࢆ௳≀

牛窓ࢆ移住ඛ
にỴࡵる

ಟ⧋し࠸࡞ࢀࡁ

住࠺ࡑࡵ

ᗈすぎてᡭに
㈇࠸࡞࠼
ഐの࠸ࡁ㐨㊰ࡀ
ᛧ࠸

2�12 ᖺ

2�1� ᖺ

�᭶

11 ᭶

1᭶

ᗋのᙇ᭰ࢆ࠼
ᕤに౫㢗ࠊ実

⫱ᡂの㛗ࢆᢸ
にฟᖍࡾࡲ㞟ࠊ࠺

ᬑ㏻に᭱ࠊప㝈のࡇ
とࢇࡕࡁࡣとࡸる

町㆟にฟᖍ

ྎᡤのᶓの㒊
ᒇ࡛సᴗする

ྎࢆ⥺のࢫ࢞
ᡤࡽᘬࡃ

ᜥᏊのពྥに

ἢ࠸ࡓ࠸

⮬分ࡁ࡛ࡶる

࠸࡞ࢀしࡶ

㌿ᒃࡣ

Ᏻ

ᮾ᪥ᮏ㟈⅏

のⓎ⏕

㣗ရのᏳᛶࢆ

ᢸಖ࡛ࡁるᡤ࡛

⏕άし࠸ࡓᜥᏊ

௰㛫の㌿ᒃ

情報収集行動
情報の入手

移住先の判断

生活の仕方や
家具を工夫

関わり方を判断 参加

住要求 改修

住要求の顕在化

契機

時期

移住ࢆỴࡵる

⤂ࡓࢀࡉ
≀௳の≧ែ

ධᒃする㸦ኵ㸧

ධᒃする㸦ጔ࣭Ꮚ㸧

るࡵỴࢆ௳≀

▱ேに┦ㄯ
㸦ጔ㸧

牛窓へᘬࡗ㉺
すேࢆ▱る

牛窓へ⾜ࡃ
㸦ኵ፬㸧

ᐙとのㄪᩚ
㸦2Ặとのࡾࡸ
㸦ጔ㸧㸧ࡾྲྀ

2Ặに࠺

ᗋのᨵಟ㸦ኵ㸧

2�1� ᖺ

2�1� ᖺ

12 ᭶

�᭶

お⚍ࢆࡾぢに
ࢃとㄏ࠺ࡇ⾜
るࢀ

おすࡑ分けࢆ
࠺ࡽࡶ

୍⥴にぢに⾜ࡃ

ಖ⫱ᅬ࡛の
おẕࢇࡉに࠺

ࣈ࣮ࢺࢫ⸅
タ⨨㸦ኵ㸧ࢆ

1㝵࡛ᑵᐷ

1㝵の୍ᐊࢆ
⏝㸦ண定㸧

⋞関のᶓのቨに
ᡬࡘࢆける

㸦ண定㸧

ᮌ〇࡛ࢺࢵࣞࣃ
⨨タࢆ࢟ࢵࢹ

㸦ண定㸧

Ⱚ⏕ᩜࢆタ
㸦ண定㸧

 Ỉࢡࣥࢱ
のタ⨨㸦ኵ㸧

ኵのに࠸ࡘて
▱ேに┦ㄯ㸦ጔ㸧

ᅬࣈ࣮ࣜ࢜
࡛㠃᥋㸦ኵ㸧

ᅬ࡛ാࣈ࣮ࣜ࢜
る㸦ኵ㸧ࡵጞࡁ

ኟに2 㝵࡛ᑵᐷすると
ᬬࠊ࠸㸦ᾴしࡃᐷ࠸ࡓ㸧

Ꮚࡀࡶᗞ࡛㐟る
㸦ኵ㸧࠸ࡓにし࠺ࡼ

㛤ࢆࣥࣟࢧࢪ࣮ࢧࢵ࣐
㸦ጔ㸧࠸ࡓࡁ

ࢆ࣮ࢠࣝࢿ࢚けࡔるࡁ࡛
࠸࡞ࢃ⏕άࢆし࠸ࡓ
㸦ኵ㸧

現住Ꮿ

≀௳
ᗈࠊ࠸ᒇ᰿ࢆ┤
すのࡀኚ࠺ࡑ

牛窓ࢆ移住ඛ
にỴࡵる

⏣⯋࡛⏕άし࠸ࡓ㸦ኵ㸧

⤖፧

᪥ᮏにኵ፬࡛住
るࡵとにỴࡇࡴ

修繕

仕事の確保

情報収集行動 情報の入手

移住先の判断

生活の仕方や
家具を工夫

きっかけを得る 参加

住要求
改修

交渉

住要求の顕在化
契機

時期

移住ࢆỴࡵる

ධᒃする

牛窓ࢆ移住ඛ
にỴࡵる

るࡵỴࢆ௳≀

景Ⰽࠊ࠸ࢀࡁࡀ
ࡸ✜

㒔すぎる

㜰2ࡽ 㛫⛬ᗘ
࡛⾜けるࡇとࢆ移住
ඛの᮲௳にする

 ᬮ࡞す᪥ᮏࡀⰋ
࠸࡞ࡣの࡛࠸

㝣ࡸḷ山
౽ࡀ移ືࡣ

㞧ㄅのグ

㏻ᶵ関の
報

町のᵝᏊ
㸦ጲ㊰ࠊ᪥⏕㸧

町のᵝᏊ
㸦牛窓㸧

報ࡀᚓࡽ
࠸࡞ࢀ

⤂ࡓࢀࡉ≀
௳の≧ែ

牛窓のື
⏘ᒇに⾜ࡃ

Ỉᅇࡾと㟁Ẽᕤࢆ
ᴗ者に౫㢗ࠊ実

ᐟἩして
報㞟ࢆヨ
みる

⥺࣮ࣝ࢝ࣟ
にࡗて᥈
す

㞧ㄅࡸ地ᅗ
ぢて地域ࢆ
るㄪࢆ

㜰に࠶るᐙと
ኚࠊ࠸࡞ࡽࢃ
ᡭにᐙࡀぢ࠼る

ᗈࠊ࠸ᴦしみࡀ࡞
࠺ࡑࡏ┤ࡶ࡛ࡽ

ື⏘ࢆ㏻し
てᐙと΅

�᭶

2��� ᖺ

2�1� ᖺ

2�11 ᖺ

യ࠸࡛ࢇるᘓලにᑐฎ
し࠸ࡓ

2㝵の୍ᐊࢡࣞࢥࢆ
࠸ࡓ㒊ᒇにしࣥࣙࢩ

㢼ீࡕࡲの࣋
ᐤるࡕ❧にࢺࣥ

現住Ꮿ

≀௳

άᛶ 3- の
άືにཧຍ

࣮ࣜࣟࣇࡽ␚
࠼にᙇ᭰ࢢࣥ

ࣥࣙࢩࢡࣞࢥ
Ჴࢆ⮬స

㞀Ꮚの㦵の継ぎ㊊
しࠊ〼⣬のᙇ᭰࠼
ᘓලの⿵ಟ࡞

定ᖺのヰࡀฟ
てࡃる

㒔市㒊࡛ᚲ要௨ୖに
≀にᢞ㈨しࠊ࠸࡞ࡃࡓ

ᗣに過ࡈすࡵࡓ
ᐙのእにฟるᶵࡀ
࠸し

修繕

情報収集行動
情報の入手 移住先の判断

生活の仕方や
家具を工夫

きっかけを得る 参加

住要求 改修

交渉

住要求の顕在化
契機

& 㑰$ 㑰

' 㑰% 㑰
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��（1�）事の☜保

　なお、3�2 における移住のきっかけと移住先᥈しに関

するものは（1）㹼（�）に、改修ෆᐜཬࡧ住宅の使われ

方に関するものは（�）㹼（1�）に、移住後の地域との

関わりに関するものは（11）㹼（13）に、就ປに関わる

ものは（1�）に対応している。また、（1）㹼（�）は（ϸ）、（�）

㹼（1�）は（Ϲ）、（11）㹼（13）は（Ϻ）、（1�）は（ϻ）

のプロセスの୰に⨨づけられる。　

　ྛ居住者のプロセスを比㍑すると、（ϸ）は、「ሗ

㞟行動」から「ሗの入ᡭ」へ、「ሗの入ᡭ」から「移

住先のุ᩿」へと進み、住宅と地域がともにỴ定した場

合に、「΅」に至る。「ሗ㞟行動」には、㞧ㄅをㄞ

む、現地にᐟἩするなど༢⊂でሗ㞟する場合と、

動⏘をゼၥする、▱人にኌをける、牛窓への移住者を

ゼၥするなど、者に┦ㄯする場合の 2通りのᡭẁがあ

る。ሗをᚓられなかった場合、あるいは「移住先のุ᩿」

において、地域や住宅に対して移住先として᭱⤊的にỴ

᩿がୗࡏない場合は、再ࡧ「ሗ㞟行動」へᡠる。「΅」

には、௰介者をᚓて΅する場合と、⮬ら΅する場合

がある。「΅」の後は、入居๓に改修が必要な場合は「改

修」を経て「入居」に至り、入居๓に改修を行わない場

合はそのまま「入居」に至る。

　（Ϲ）は、「住要ồ」が発生した後「生活の方や家ල

を工ኵする」、または「改修」することで住要ồを‶た

す、あるいは「生活の方や家ලを工ኵ」した後、「改

修」することで住要ồを‶たすプロセスである。「改修」

する方ἲとしては、改修を者に依頼する場合と、⮬ら

行う場合がみられる。

　（Ϻ）のプロセスは、「きっかけをᚓる」から、「関わ

り方をุ᩿」あるいは「ཧຍ」へと進んでいる。

　（ϻ）にࡘいては、&㑰の事で「事の☜保」がみ

られた。

�-2.�住み継ぎࢆ実現するୖ࡛のㄢ㢟

　��1 で᳨ウしたྛྠࣜࢦࢸ࢝士の関係性を踏まえ、調

査した �事全てに当てはまるような住み継ぎのプロセ

スを（ϸ）㹼（ϻ）ࡈとにస成し（ᅗ �）、住み継ぎを

実現する上での課題にࡘいて考ᐹする。

（ϸ）移住先᥈し、΅、入居

　移住先に関する「ሗ㞟行動」、「ሗの入ᡭ」、「移

住先に対するุ᩿」から成る。まࡎ⮬的に地域や住宅

にࡘいてሗ㞟を行い、ሗをᚓられた場合は、移住

先としてのุ᩿をୗす。このとき、地域・住宅ともに㐺

応できるとุ᩿した場合に「΅」に進み、ุ᩿されな

かった場合は、再ࡧ「⮬的なሗ㞟行動」にᡠる。

また、「⮬的なሗ㞟行動」の⤖ᯝ、ሗをᚓられ

なかった場合は、ᘬき続き༢⊂でሗ㞟を行うかุ᩿

し、「⮬的なሗ㞟行動」あるいは「者にാきか

ける」ことにより再ࡧሗ㞟をヨみる。

　地域や住宅に対して移住先としてのุ᩿をୗすには、

移住先のሗをᚓる必要があるが、༢⊂でሗ㞟でき

ないとุ᩿したとき、ሗをᚓられる者の存在が㔜要

となる。3❶より、$㑰の居住者は先に移住していた牛

窓の住民から≀௳ሗをᚓており、%㑰の居住者は事

௰㛫数人を介してሗをᚓていたが、そのሗ※は地元

住民である 2Ặの▱り合いであった。また、&㑰の居住

者は┤᥋ 2Ặから≀௳を紹介され、'㑰の居住者は牛窓

の動⏘をゼれたことで、≀௳ሗをᚓていた。このよ

㸦Ϲ㸧

㸦Ϻ㸧

㸦ϻ㸧

住民や運営
組織からの
働きかけを
受ける

地域社会
との関係
（未構築）

地域社会と
関わりの
ある状態

活動内容や
主体に
対する判断

参加する

きっかけを得る関わり方を判断 参加

ᅗ �ࢫࢭࣟࣉ住み継ぎのࠉ

㸦ϸ㸧

\HV

\HV

\HV

\HV

\HV

\HV
自主的な
情報収集
行動

他者に働
きかける

改修する

地域や住宅
に対する
判断

移住先の
住宅に入居

持ち主と
交渉、
取決め

移住を
決める

仲介者を
確保する

情報が
得られたか

入居前に改
修が必要か

単独交渉
できるか

QR

QR

QR

QR

QR

QR

適応でき
るか

単独で収集
できるか

牛窓の関係者に
接触できたか

情報収集行動 情報の入手

物件交渉 修繕

移住先の判断

室の使い方
や家具配置
を工夫

自ら改修
や修繕な
どを行う

住要求が満
たせたか

住要求が満
たせたか

他者にはた
らきかける

単独で対応
するか

\HV

\HV

\HV

QR

QR

QR住要求の
発生

住要求の
充足

生活の仕方や家具を工夫 改修

就労の必要
があるか

牛窓で
継続できる仕事を
持っているか

\HV

QR

QR

\HV

求職
活動 就職

移住先の
経済基盤

安定した
状態

仕事の確保

仕事の必要性を判断
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うに≀௳ሗにࡘいては、地域住民や、その▱り合い、

地元の動⏘などを介さなけれࡤᚓられなかったとᛮわ

れる。

（Ϲ）住要ồへの対応

　移住後に発生した住要ồに対して「生活の方や家ල

㓄⨨を工ኵ」する、また「改修」するẁ㝵から成る。生

活の方や家ල㓄⨨の工ኵを行ったことで、住要ồが‶

たࡏた場合は、住要ồが㊊したことになる。‶たࡏな

い場合は、⮬ら改修や修⧋を行い、住要ồが‶たࡏたか

どうかุ᩿する。‶たࡏた場合は住要ồが㊊したこと

になる。‶たࡏない場合、ᘬき続き༢⊂で対応するとุ

᩿したときは、⮬ら改修や修⧋などを再ࡧ行い、༢⊂で

対応しないとุ᩿したときは、者に依頼する。これら

の⤖ᯝ、住要ồが‶たࡏた場合は住要ồが㊊したこと

になり、‶たࡏない場合は再ࡧ༢⊂で対応するかุ᩿す

る。

　ྛ居住者は事場や㊃の空㛫を必要としていたが、

ᐊの使い方の工ኵにより、そうした空㛫を☜保している。

これは、ྛ住宅のつ模が居住者にとって⟶⌮できる⠊ᅖ

であることを๓ᥦとして、住宅のつ模が比㍑的大きかっ

たことから可能であったと考えられる。

　また、ᐊの使い方や家ල㓄⨨では住要ồを‶たࡏない

場合、⮬㌟で改修できるか、改修を依頼できる者が存

在している必要がある。

（Ϻ）地域♫へのཧຍ

　地域♫にཧຍしていない≧態にあった居住者が、住

民や地域㐠Ⴀ⤌⧊からのാきかけがあったことで地域♫

にཧຍするきっかけをᚓた後、地域♫との関わり方

にࡘいて意ᚿỴ定を行い、ཧຍすることで、地域♫と

関わりのある≧態に至るプロセスである。

　3❶でみたように、$㑰や %㑰の居住者のように⚍り

の㐠Ⴀや⮬の当␒など、地域㐠Ⴀに関わるきっかけ

がある、あるいは、&㑰のように㏆㞄住民からㄏいがあ

る、また '㑰の居住者のように地域活動を目にするなど

のきっかけがあり、これらの活動にᢠឤなくཧຍして

いたことが、地域♫へཧຍする上で㔜要であった。　

（ϻ）経済的なᏳ定性の☜保

　事が必要な場合は事を☜保した上で、経済的にᏳ

定した≧態に至るプロセスである。なお、「事の必要

性のุ᩿」は、調査対㇟者から┤᥋ᚓられた発ゝではな

く、��1 で⾲れなかったࣜࢦࢸ࢝であるが、移住๓に既

に牛窓で継続できる事をᚓている居住者、または就ປ

の必要が↓い居住者のプロセスもྵࡵるたࣜࢦࢸ࢝、ࡵ

にຍえている。就ປの必要があるかどうかุ᩿がⅭされ、

ない場合はᏳ定した≧態と見なし、ある場合は牛窓で継

続できる事に就いていれࡤᏳ定した≧態と見なす。そ

うでない場合は、ồ⫋活動を経て、牛窓で継続できる

事に就⫋することで、Ᏻ定した≧態に至ると見なす。3

❶より、$㑰や %㑰の居住者は、木〇や㔠ᒓࢡセࢧ

ࣜーのไసといった場ᡤに㝈定されない事に就いてお

り、&㑰の居住者は、移住先でᗞᖌとしてのᢏ術を生か

。けていたࡘる事を見ࡏ

�.�⤖章

（㸯）3❶で明らかにした住み継ぎの実態からྛ居住者

に着目すると、住み継ぎを実現する上では以ୗのような

Ⅼが㔜要であったと考えられる。

　$㑰の居住者は、⮬㌟を紹介する㈨ᩱをΏした上で家

とやりྲྀりを行ったり、ᗑ⯒や工ᡣとしての空㛫をᣢ

に、住宅の改修の多くを⮬㌟で行っていた。牛窓ࡵたࡘ

へ移住する๓に、山ᮧで居住したり、ᮾ京で家を改

しながら住んできた経㦂の୰で㌟にけたこうしたᢏ術

が、住み継ぎの実現に大きく影響していたと考えられる。

　%㑰の居住者は、㌿居や改修の経㦂は↓かったが、移

住先のሗの入ᡭや、住宅の改修や家ලの調達は、స家

のࢺࢵࢿワーࢡでሗをᚓられたことで可能になってお

り、事௰㛫の⧅がりが、住み継ぎの実現に大きく影響

していたと考えられる。

� &㑰の居住者は、≀௳᥈しや家とのやりྲྀりにまち

づくり活動を行う住民が関わっており、こうした地元住

民からの支援が住み継ぎの実現に大きく影響していたと

考えられる。また、入居時はኵはồ⫋୰であったが、当

地区に⮬㌟のᢏ術を生かࡏる事が存在していたこと

が、牛窓で生活を継続する上で㔜要であったと考えられ

る。

　'㑰の居住者は、住み継ぎを実㊶する上で、牛窓の

動⏘で空き家のሗを入ᡭしたり、⡆༢な修⧋を行い、

工事事業者へ工事を依頼して住要ồを‶たすなど、多く

を地元住民や▱人からの支援をᚓࡎに行っているが、移

住後に地域住民と関わりながら生活を続けるにあたって

は、๓居住地で町ෆ㛗をᢸった経㦂が大きく影響して

いた。

（㸰）� ❶より、本研究で研究対㇟とした � 事の住み

継ぎの事にඹ通してみられた住み継ぎの実現要因と

して、以ୗのような▱見がᚓられた。

（ϸ）移住をỴࡵた後、移住先᥈しや家との΅を経
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11）三宅⌮一ⴭ、「江戸のእ都市」、1���、㮵島出∧

12）Ⱚᾆ工業大学⏿研究ᐊ「࣏ࣞーࢨࢹ�ࢺイン・ࢧーべイ �牛窓の地

域文化とᘓ⠏Ⱚᾆ工業大学三宅研究ᐊ」、ࠗ ᘓ⠏文化࠘1��� ᖺ �᭶ྕ ��

S�6����� ᙲᅜ♫

13�⸨⏣㯞⏤実、㧘⏣ග㞝、๓⏣ᫀᘯ、᳃㔜ᖾ子：岡山県℩戸ෆ市牛窓

地区における木造住宅の住み継ぎに関する研究�̿住み継ぎを実㊶する

居住者へのインタビュー調査を通して̿、᪥本ᘓ⠏学大学術ㅮ₇

᱾概㞟 2�1�㸪SS�1�3�1��

1�� ⸨⏣㯞⏤実、㧘⏣ග㞝、๓⏣ᫀᘯ：岡山県℩戸ෆ市牛窓地区におけ

る移住者による住み継ぎの実態̿Ṕྐ的町並みの残る過疎地域におけ

る住み継ぎの実現要因に関する研究　その㸯̿、᪥本ᘓ⠏学大学

術ㅮ₇᱾概㞟 2�16�SS�1�1�1�2

1�）ᯘⱱ、⸨⏣㯞⏤実、㧘⏣ග㞝、๓⏣ᫀᘯ：岡山県℩戸ෆ市牛窓

地区における移住者による住み継ぎのプロセス̿Ṕྐ的町並みの残る

過疎地域における住み継ぎの実現要因に関する研究　その 2̿、᪥本ᘓ

⠏学大学術ㅮ₇᱾概㞟2�16�SS�1�3�1��

ㅰ㎡

　本研究は京都大学㧘⏣研究ᐊとキュࣛ࣍ー࣒住生活研究ᡤとのඹ

ྠ研究の成ᯝの一部である。また、調査にあたっては「牛窓しおまち

၈⍆通りの保存と活性化プロࢺࢡ࢙ࢪ」にࡈ༠ຊいたࡔいた。ここに

グしてㅰ意を⾲す。
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て住宅へ入居する

1）≀௳のሗをᚓるにあたり、移住先と関わりの῝い

動⏘ᒇや住民と関わるᶵがある、あるいはそうした

住民への人⬦をᣢっていたこと。

（Ϲ）入居した住宅に対する住要ồを‶たす

2�住宅のつ模が居住者にとって⟶⌮できる⠊ᅖෆで比

㍑的大きく、事場や㊃の部ᒇなどの空㛫を☜保でき

たこと。

3）改修が必要な㝿、⮬ら改修する、あるいは▱人など

改修できる大工に依頼することができたこと。

（Ϻ）入居後に地域♫にཧຍする

�）⮬の当␒や㏆㞄住民からのാきかけなど、地域

♫にཧຍするきっかけがあり、そうした活動にཧຍす

る意ᚿがあったこと。

（ϻ）経済的なᏳ定性を☜保する

�）移住先でも継続できる事をᣢっていた、あるいは

移住先に⮬らのᢏ術を生かࡏる事が存在していたこ

と。

　なお、本研究でྲྀり上ࡆた調査事より、しおまち၈

⍆通り活性化プロࢺࢡ࢙ࢪにᡤᒓする 2Ặが住み継ぎの

プロセスに㔜要なᙺをᯝたしていると考えられ、プロ

ࡘの活動が住み継ぎの実現にえている影響にࢺࢡ࢙ࢪ

いても今後᳨ウしていく必要がある。
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